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【授業の概要】 【到達目標】

医学概論

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

1年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1 オリエンテーション

無

  医療を実践する上で、重要な概念である、コミュニ
ケーション、他職種連携、レポートの記載、倫理観など
の基本について概説する。倫理観については、単に日
本国内にとどまらず、国際的な視野に立った倫理観に
ついて学説する。

・リハビリテーション医学における、コミュニケーションと
レポートの記載、他職種連携の実践方法について理
解する。
・国際的な視野に立った倫理観を理解する。

担当 非常勤講師（百渓 江、西本 新）、小林 誠 無
企業等

との連携

2 コミュニケーション コミュニケーションの方法やその重要性を理解する。

3 レポートの書き方・読みやすい文章の書き方
レポートの書き方・読みやすい文章の書き方を学び、実践し
て今後のレポート作成に活かす。

4 多職種連携
医療分野における多職種連携の内容やその重要性を理解
する。

5 日本の現状と欧米型倫理観

倫理観・倫理基準は文化や時代、社会背景により変化する
ものである。なぜ、そのような倫理観が求められているの
か、また、相対的に非倫理的な行動に出る人がいるのかの
理解を深めるために、日本及び海外、特に欧米の文化社会
的背景について学ぶ。

6 日本の研究不正の現状と背景
第一回「日本の現状と欧米型倫理観」の後半から引き続き、
医学分野における日本の研究不正の現状の紹介と研究不
正が横行する理由についての考察行う。

7 医療従事者にはなぜ高い倫理観が求められるのか
第二回「日本の研究不正の現状と背景」を入口に、医療従
事者になぜ高い倫理観が求められるのかについて考え、利
益相反の観点から議論を行う。

書籍名 著者 出版社

教科書

必要な資料は、適宜配布する。

参考
図書等

成績評価
方法

１．授業態度・参加度(30%)
２．最終レポート(70%)

履修上の
注意

積極的に授業に参加すること。

実務経験
紹介

− 28 − − 29 −
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− 30 − − 31 −
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− 40 − − 41 −
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− 42 − − 43 −



【授業の概要】 【到達目標】

リハビリテーション医学

理学・作業・言語 学期 前期 授業形態

科目
区分

専門基礎 履修形態

2年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

1
オリエンテーション
循環器の基礎の基礎

循環器の基本的特性、病態生理について理解する

無

    リハビリテーションという言葉は、〝障害を受けた者を回
復させる″という意味があり、「リハビリテーション医学」の中
でも中心的役割を担う循環器系に焦点をあてて、調節機構
の原理とそれらが破綻した歳の病態生理について解説する。

担当 小林　誠 無
企業等

との連携

・循環器系の生理的調節機構を理解し、さらにそれらが破綻
して病気や障害を発生させるメカニズムを理解する。　次に、
病気や障害を回復させる治療法について理解する。

2 筋収縮のメカニズムと調節機構 筋収縮のメカニズムと調節機構を理解する

3 心臓の機械的特性 心臓の機械的特性と調節機構、病態生理を理解する

4 心機図 心機図の成り立ち、病態生理を理解する

5 心臓の電気的特性と心電図
心臓の電気的特性と心電図の基本、およびその病態生理を
理解する。

6 循環調節機構１
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す
る

7 循環調節機構２
人体の循環調節機構の調節メカニズムと病態生理を理解す
る

書籍名 著者 出版社

教科書

必要な資料は、適宜配布する。

参考
図書等

成績評価
方法

1．授業態度・参加度(30%)
2．確認試験(70%)

履修上の
注意

実務経験
紹介

− 44 −



− 44 − − 45 −



− 46 −



【授業の概要】 【到達目標】

非常勤講師　　5回
救急総論
頻度の高い症状の診断と対処
救急医療
緊急を要する病態とその初期治療(1)
緊急を要する病態とその初期治療(2)

期末試験　1回

山口市消防本部　　　2回
普通救命救急講習Ⅰ　 成人を対象とした心肺蘇生法を理解し体験する。

AEDの使用方法を理解し体験する
止血法などを学習し体験する。

※修了者は普通救命講習Ⅰ修了証が交付されます。

成績評価
方法

1．授業態度・参加度(30%)
2．筆記試験(70%)

履修上の
注意

授業・実習など、常に緊張感をもって授業に臨む
こと。「緊急事態」になった時、個々で対応できる
能力は「経験が一番」と心得ること。

実務経験
紹介

参考
図書等

教科書

書籍名 著者 出版社

無

　私たちは、常に生死の境目で仕事を行っている医療
職である。特に、リハビリテーション医療では、急性期・
回復期・生活期のどの場面においてもリスク管理は重
要であり、「救命救急」は必然である。保健医療福祉に
携わる専門職として、常に基本的な救急時の判断・対
処法(処置)について熟知し、対応できる能力を周囲か
ら求められている。「命」を守れる医療専門職として最
低限の知識技術の習得を目的とする。

　救命処置が必要になった時、素早く行動できる知識
技術を持つ。医療の専門家として対応しなければなら
ない、という意識を常日頃より持つ(緊急事態の際、逃
げない、第3者にならない)。

担当 非常勤講師　　　山口市消防本部　 無
企業等
との連携

科目
区分

専門基礎 履修形態

3年

回数 授業内容 学習目標

単位数 1 時間数 15 学年/学科

必修 科目名

講義

教員の
実務経験

救急医学

理学・作業 学期 前期 授業形態
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− 48 − − 49 −
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− 50 − − 51 −
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− 84 − − 85 −
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− 88 − − 89 −
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